
第202回例会　03月20日（火）07:30～08:30 
会場：オークラホテル3Fチェルシーの間 
■司会：松田徹夫　■点鐘：鈴木和行　■天気：晴れ
■ロータリーソング：R-O-T-A-R-Y　■ラジオ体操：小粥勝好 
■ビジター：関一郎様（浜松中ＲＣ）

人間は140億個の脳細胞をもって生まれて来ます。
20歳ぐらいで判断能力の領域を完成させ、その後は
毎日10万個づつ脳細胞が減っていきます。脳のヒダ
を拡げると新聞紙を拡げた大きさだが一生の間に使
われる脳はハガキの大きさです。人間は自然ととも
に生きています。夜寝ているうちに考える元のアミ
ノ酸の一種が頭の中に溜まる、午前８時の太陽の光
で体内時計のずれを調整し、朝食を取ることにより2
・3時間後に脳の温度が一番熱くなり、午前中の10
分は夜の1時間に匹敵します。中学の３年間は一番吸
収力のある年齢です。知識を持つだけではだめで、
経験を生かして知恵をつける必要があります。知恵
は見えないもの、見えにくいものを見る虫メガネ・
望遠鏡であり未来に羽ばたく翼になります。

●本日、例会終了後、本年度第９回目の理事会があ
ります。理事・委員長の方々はご出席をお願い致し
ます。
●2007－08年度版ロータリー手帳の予約が始まりま
した。（見本は今年度の物を用意）１冊630円です。
ご希望の方は早めに事務局へお申し出ください。

●５周年記念事業委員会（金子公
昭）
10月に行いました認知症サポータ
ー養成講座をRI広報賞にエントリ
ーします。1月に「認知症でもだ
いじょうぶ街づくりキャンペーン
2006」実行委員会にエントリーし
ました。受賞は逃しましたが、最
終の7団体まで残りました。
●ロータリー情報委員会（有川京
司郎）
前回の例会で流しましたDVDをス
マイル価格で頒布します。ご希望
の方はお申し出ください。

●本日はありません。

浜松中RC 関一郎様

89名中54名60.67%
前々回修正出席率75.3％

ヤッテミセテ、
イッテ聞カセテ、
サセテミテ、
ホメテヤラネバ、
人ハ動カジ
　　　　　　　　　山本五十六

●関一郎様（浜松中RC）：例会終
了後の小学校の卒業式での挨拶の
格好でメーキャップです。
●近藤雅彦：このたび、私の義理
の母が、県議会選挙にチャレンジ
することになりました。
●知久武：4月始めから8月末まで
エバンがワーキングホリディで来
日する予定です。
●坂井光蔵：娘から誕生日祝いに
ネクタイをもらいました。
●鈴木和行：36回目のスマイル「
女房の出迎え方」

●藤田昌弘：１月２０日
●三枝潤也：３月１４日



浜松市天竜中学校養護教諭鈴木恵子先生

「最近の小中学生」

■「思春期の危機への対応を考える」～今大人ができることは何か
？～
・思春期・青年期（船出）思春期の課題
①二次性徴と性衝動
②母子分離と孤独
③仲間体験と社会参加
■中学校での性教育の取り組み・思春期教室・総合学習、学級活動
、保健の授業
■自己肯定感・自尊感情・自己有用感　～セルフエスティーム～
■今後の課題・自己肯定感を高めるために・・・保健室は最初に問
題を発見できる場所・同時に、最後の砦でありたい！


